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1．は じ め に
英和辞典におけるシノニム（synonym）の記述に関して，その方法論につ
いては，従来，あまり議論されることがなかったように思われる。そこで，本
論では英和辞典でのシノニム記述の際に，どのような理論的支柱となるものが
必要か，実例に即して考察してみたい。
その際，認識しておかねばならないのは，次の 3点である。まず，英語の
シノニムとは何か，定義づけすることはなかなか容易なことではない，という
点である。第 2に，英語圏の人々と日本人とでは，英語のどの語とどの語が
シノニムなのか，その捉え方が異なる，という点である。そして，第 3 に，
英語圏で出版されているシノニムに関する辞典では，日本人にはそこに記述さ
れている内容を完全に把握しきれないうらみがある，という点である。
以上のような事情を踏まえた上で，シノニム記述の方法論を探ってみよう。
2．シノニムの弁別の難しさの 6つの要因
シノニムを弁別する際の難しさは，次のような 6つの要因に起因している
ように思われる。
（ 1）a. 知的意味（cognitive meaning）のずれ
b. 喚情的意味（affective meaning）のずれ
c. 連語関係（collocation）のずれ
d. 統語的振舞い（syntactic behavior）のずれ
７９
e. 方言的（dialectal）なずれ
f. 文体的（stylistic）なずれ
（1 a）については，例えば，center と middle があてはまる。いずれも「中
心」を意味するが，center は通例，〈円形・球形・正多角形の「中心」〉を指
すのに対して，middle は〈空間的・時間的に両端から等距離にあるところ〉
を指す。つまり，center も middle も「中心」を指すが，その基本的概念そ
のものが異なる。
（1 b）については，例えば，small と little があてはまる。いずれも「小さ
い」を意味するが，〈small は客観的に小さいことをいうのに対し，little はし
ばしば小さくてかわいいという愛情・同情，ときに嫌悪・軽蔑の気持を含む〉
と G4にあるとおりである。
（1 c）については，例えば，rancid と addled があてはまる。いずれも「腐
った」を意味するが，rancid は〈嫌なにおいがする，鼻につく，油臭い，か
び臭い〉といったニュアンスで，主に油性食品との連語（rancid bacon「腐っ
たベーコン」）が成立するのに対して，addled はやや古くさい言い方ではある
が，イギリス英語で「腐った」の意味ではもっぱら卵と連語する（addled egg
「腐った卵」）。
（1 d）については，例えば，arrive at と reach で，arrive の自動詞，reach
の他動詞と区別される。
（1 e）については，例えば，autumn と fall があてはまる。いずれも「秋」
を意味するが，autumn はイギリス英語，fall はアメリカ英語のように対立す
る場合である。
（1 f）については，例えば，deceive と take in があてはまる。いずれも
「だます」を意味するが，deceive が一般的な語であるとすると，take in は口
語的というような場合である。
以上，6つの要因におけるそれぞれの「ずれ」を念頭に置いた上で，シノニ
ム同士の微妙なニュアンスの違いを把握し，記述する際の理論的支柱といった
ものを，以下に見ていきたい。
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3．《意味特性をつかむ》
英語の意味論（semantics）の世界で，どのような意味特性（semantic
feature）がどれだけ存在するのか，解明されてはいないが，いくつかの意味
特性についてはその存在が認知されている。例えば，（2 a）がその 1つであ
る。
（ 2）a.［＋evaluative］対［－evaluative］
b. childlike 対 childish, inexpensive 対 cheap, slender 対 thin, chat
対 chatter, compliment 対 flattery
c. Thank you for your compliment.
d. *Thank you for your flattery.
言葉の世界の問題を二項対立的に割り切って捉えることには危険性が伴う
が，そのことを承知の上で，あえて割り切ってみると（2 a）のような「評価
的」対「非評価的」といった意味特性を想定することができる。辞書によって
は，apprec（iative）対 derog（atory）といった表示の仕方が見られる。その例
が（2 b）であり，そのような二項対立があればこそ，例えば，「お世辞」の意
味のシノニム同士である compliment と flattery とでは，（2 c）なら普通に容
認されるが，（2 d）ならジョークは別として，語用論的にはおかしいというこ
とになる。
では，（3 a）はどうであろうか。
（ 3）a.［＋intentional］対［－intentional］
b. slide 対 slip, ignore 対 neglect, take a jump 対 give a jump
c. My car slid［skidded］on the freeway.
（3 a）は「意図的」対「非意図的」という二項対立であり，例えば，（3 b）の
うち，slide は人間が〈滑ろうと思って滑る〉場合には［＋intentional］である
が，車などが「スリップする」の意味では，［－intentional］であり，その場合，
（3 c）に見られるように skid も用いられる。また，slip は［－intentional］
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で「うっかりしていてすべる」のである。
さらに，意味特性としては（4 a）（5 a）（6 a）（7 a）のようなものも想定さ
れうる。
（ 4）a.［＋gradable］対［－gradable］
b. tired 対 exhausted, surprising 対 amazing
（ 5）a.［＋stative］対［－stative］
b. hear 対 listen, wear 対 put on
（ 6）a.［＋innate］対［－innate］
b. gift, genius 対 talent, ability, grace 対 elegance
（ 7）a.［＋private］対［－private］
b. forbid 対 prohibit, allow 対 permit, revenge 対 avenge
（4 a）は「段階的」対「非段階的」という二項対立であり，その違いは，例
えば，（4 b）の「疲れた」の意味のシノニム同士である tired と exhausted
に副詞 quite を添えてみたときの，quite tired（かなり疲れた），quite
exhausted（まったく疲れ果てた）のような意味の違いに反映される。
（5 a）は「状態的」対「非状態的」という二項対立であり，この意味特性に
ついては，意味的特性か統語的特性か，問題のあるところであるが，ひとまず
その問題はさておき，上のような二項対立があるからこそ，例えば，（5 b）の
hear と listen はそれぞれ，*Hear the radio./Listen to the radio. のように命
令文での容認可能性に差がでる。
（6 a）は「先天的［生得的］」対「後天的」という二項対立であり，「才能」
の意味のシノニム同士である gift と genius は［＋innate］とみなされるが，
talent と ability に関しては［＋innate］ではあっても，後天的な努力や環境
により獲得される「才能」という点をも考慮すると，正確には［±innate］と
表示するのが適切ではないかと思われる。その点は，「優雅さ」の意味の grace
と elegance も同様で，grace は［＋innate］だが，elegance は［＋innate］
ではあっても，磨かれてあとから獲得されるものともみなされるので［±
innate］と表示するのが適切かもしれないが，ここは［－innate］と割り切っ
８２ シノニム記述の方法論
た表示の仕方をしてもいっこうに差し支えない。
（7 a）は「私的」対「公的」という二項対立であり，例えば，（7 b）の revenge
と avenge は「復讐する」の意味のシノニム同士であるが，revenge は〈私憤
を晴らす，個人の恨みを晴らす〉のに対して，avenge は〈公憤を晴らす，他
人の仇を討つ〉といったニュアンスになる。
以上のように，意味特性を利用してシノニムを記述する方法は，われわれが
シノニムを認知して記述する際の 1つの有効な方法になり得るのではないか
と思われる。
4．《比較を試みる》
英語の単語は，人間がひとりひとり内に秘めたるエネルギーとかパワーとい
ったものをもっているように，本来，内在的に備わるエネルギーとかパワーと
いったものをもっているように思われる。
では，その英語の単語に本来，内在的に備わっていると考えられるエネルギ
ーとかパワーとはどんなものか。それは具体的には，シノニム関係にある単語
同士のエネルギーとかパワーを視覚化（visualization）によって不等号（およ
び等号）による比較を試みて表示されるところのもの，と言える。例えば，
（8）のように A＞B とあれば，ある意味のレベルでは A は B より「程度」が
「大きい」，「強い」，「高い」などと把握され，さらにシノニムを増やしていく
こともできる。
（ 8）A＞B
A＞B＞C
A＞B＞C＞. . .
具体的な例を次に見ておこう。後段で触れる「対称軸」としての〈強意性〉
という概念を設定したのち，不等号による比較を試みているのが（9 a～d）で
ある。
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（ 9）〈強意性〉
a. always＞usually＞often/frequently＞sometimes/occasionally＞
seldom/rarely
b. whirl＞spin＞turn
c. gale＞wind＞breeze
d. rope＞cord＞string＞thread
（9 a）は「頻度」の大きさ，（9 b）は「回転速度」の速さ，（9 c）は「風」
の強さ，（9 d）は「ひも状のもの」の太さの順をそれぞれ表していて，〈強意
性〉という対称軸のもとで比較が試みられている。では，その「対称軸」とは
何か，次に見てみたい。
5．《対称軸をつかむ》
ここで言う「対称軸」とは，シノニムを記述する際の「視点」（point of
view, viewpoint）と言えるものである。例えば，〈確実性［蓋然性］〉という
対称軸を据えると，「おそらく，多分」の意味のシノニムである probably,
perhaps, possibly は（10）のように比較される。
（10）〈確実性〉
probably＞perhaps＞possibly
（10）では，probably が表す〈確実性〉が一番高く，以下，順に perhaps,
possibly とその度合いが下がることが示されている。そうであればこそ，（11
a～c）のような言い方が可能になる。
（11）a. Possibly he is coming, but possibly he’ not.
b. Did he arrive at the station on time?─Yes, probably.
c. Did he catch the train?─No, perhaps not.（以上，田中，1998,
p.32）
（11 a）のように「ひょっとすると彼は来るかもしれないし，来ないかもし
れない」といった場合，「来る」とも「来ない」ともはっきり言えないので，
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通例，〈確実性〉の低い possibly が用いられる。また，（11 b）のように「彼，
時間通り，駅に着いたかな－ああ，おそらくね」というような場合，probably
の〈確実性〉の度合いが比較的高いので，肯定的な yes となじむ。さらに，
（11 c）のような「彼，電車に間に合ったかな－いや，多分だめだろう」とい
う場合，perhaps の〈確実性〉の度合いがそれほど高くないので，否定的な no
となじむ。もちろん，probably や perhaps も，yes や no を使わなくても答
えとして用いることはできる。（12）を見られたい。
（12）Will you be able to come with us tomorrow?─Probably, not.（op.
cit. p.33）
（12）では「明日，私たちといっしょに来れるかな－多分，無理だわ」とな
っており，Probably not. と答えることによって，不可能な〈確実性〉の度合
いが高いことが示されている。
ちなみに，maybe の〈確実性〉の度合いは，いくつかの英和辞典で（13 a
～c）のように示されている。
（13）a. maybe の確率度＝35～50％，perhaps の確率度＝30％以上（G4）
b. maybe, perhaps の確率度＝30～50％（W3）
c. maybe, perhaps の確率度＝5割以下，通常 2～3割（SA4）
さらに，ネイティブスピカーの「アメリカ英語における maybe の確率度は
perhaps にほぼ相当するが，イギリス英語における maybe は perhaps より
やや見込みが少ない」といった意見もあり，（13 a～c）とともに総合的に判断
すれば，perhaps と maybe の〈確実性〉の度合いは（14 a）のように表示さ
れ，probably, possibly も含めると，（14 b）のようになる（ちなみに，文体
的には maybe のほうは perhaps に比べてよりくだけた言い方であることは
言うまでもない）。
（14）〈確実性〉
a. perhaps≧maybe
b. probably＞perhaps≧maybe＞possibly
こうした〈確実性〉の度合いに違いがあるからこそ，probably をのぞく
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perhaps, maybe, possibly は丁寧表現で用いることができる。（15 a, b）を見
られたい。
（15）a. Perhaps［Maybe］you’d like to join us for dinner.
b. Could you possibly lend me your car?
（15 a）の「夕食をごいっしょに」とか，（15 b）の「車を貸してもらえない
でしょうか」といったそれぞれ，勧誘・依頼を表す場合，〈確実性〉の比較的
高い probably を用いると，押しつけがましくなって，失礼にあたることもあ
るので，せいぜい，（15 a, b）に見られるような〈確実性〉が比較的低い副詞
を用いて，やんわりたずねたほうがいい。
以上のような対称軸としての〈確実性〉とともに，対称軸としての〈客観性
［主観性］〉が絡む例として，「確かに」の意味のシノニムである certainly,
surely, definitely を取り上げることができる。この 3語に関する LDOCE5の
記述は（16 a～c）のようになっている。参考のため，これらの副詞に対応す
る形容詞の記述も（17 a～c）として挙げておく（下線部はいずれも筆者）。
（16）a. certainly＝without any doubt
b. definitely＝without any doubt
c. surely＝used to show that you think something must be true,
especially when people seem to be disagreeing with
you（LDOCE5）
（17）a. certain＝if something is certain, you are completely sure that it
will happen or is true
b. definite＝if something is definite, it is certain because someone
has officially stated that it will happen, is true, etc.
c. sure＝believing that something is definitely true or correct
（LDOCE5）
（16 a～c）（17 a～c）の記述を踏まえながら，まとめてみると，まず，
certainly と surely とでは，certainly のほうが surely より〈客観性〉の度合
いが高く，〈確実性〉の度合いも大きいと言える。逆に言うと，surely は
８６ シノニム記述の方法論
certainly より主観的色彩がやや強いので，それが用いられる場合，話し手の
希望的観測を述べるにすぎない（この点は，特にイギリス英語で顕著なようで
ある）。その証拠として，OALD8には，次のような記述が見られる。
（18）The meal was certainly too expensive（＝there is no doubt about
it）and The meal was surely too expensive（＝that is my opinion.
Don’t you agree?）
つまり，certainly が用いられると，「食事の値がはることにまったく疑いは
ない」が，surely が用いられると，それは「私の意見だが，どうかね」とい
ったニュアンスを表す。
次に，definitely と certainly とでは，どうか。definitely が用いられると，
certainly 以上にはっきりものごとを言うきらいが見てとれる。（19 a, b）を
見られたい。
（19）a. He’s definitely the best player in Japan.
b. This wineglass is certainly beautiful, but it’s too expensive.（以
上，田中，1998, p.140）
（17 a, b）を参考にすると，〈客観性〉の度合いは definite（ly）のほうが
certain（ly）より高いことが分かる。そこで，（19 a）は「彼ははっきり言っ
て，日本では最高のプレイヤーだ」の意味で，その点は確かな事実として把握
されているが，（19 b）は「このワイングラスは確かに美しいが，値がはる」
の意味で，This wineglass is certainly beautiful. だけであったとしても，文
脈次第で but 以下のような文が言外に含まれる可能性を秘めている。
その可能性も含めて，以上を念頭に置きながら，シノニム同士である
definitely, certainly, surely を比べてみると，次のような表示の仕方が可能に
なる。
（20）〈確実性〉〈客観性〉
definitely≧certainly＞surely
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6．《適切な例文の提示》
シノニムを記述する際に，各語彙のニュアンスの相違だけではなく，その相
違が反映された適切な例文の提示が必要であることは言うまでもない。その方
法としては，コーパスの利用，英語の母語話者の援用，各種シノニム辞典の活
用などに加えて，文法書・語法書の活用もありうる。
こうした文法書・語法書からの《適切な例文の提示》の 1つのサンプルと
して，ここでは Dixon（1991）を取り上げてみたい。まず，（21）を見られた
い。
（21）His father owns an old sedan but John possesses a fine new red
sports car.（Dixon, 1991, p.117）
「持つ，所有する」の意味のシノニムとしては通例，［have, own, possess］
が挙げられるが，この 3語は Lea et al.（2008），田中（2011）によれば，次
のように区別されている。
（22）have 所有する
own 購入により合法的に所有する
possess 特別な物・高価な物を所有する（田中，2011, pp.342−343）
このうち，possess は文体的にはフォーマルであるが，（21）で own と
possess とを逆にすると，たちまち適切さに欠ける。
（23）*His father possesses an old sedan but John owns a fine new red
sports car.
これは，（22）に示したように，own がただ「法的に権利を有する」ことを
表すだけであるのに対して，possess では所有者と所有物との間に強い感情的
あるいは精神的つながりがあることが示されているからである。つまり，
（21）では父親は単に古いセダンを所有しているにすぎないのに対して，ジョ
ンのほうは自分のスポーツカーに強い愛着を持っている。なぜなら，それは特
別な物・高価な物だからである。その証拠に，（24 a, b）でも own と possess
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とが使い分けられている。
（24）a. Now that the mortgage is paid off, I really own this house.
b. She possesses a good sense of humour.（Dixon, 1991, p.117）
（24 a）では「抵当権が移って，この家を所有している」と単に法的な事柄
が問題にされているにすぎないが，（24 b）では「彼女にはなかなかのユーモ
ア感覚がある」の意味で，彼女とユーモア感覚との深いつながりが暗示されて
いる。
もう 1例，Dixon（1991）からの例を見ておこう。
（25）a. They postponed the wedding until August.
b. They delayed the start of the meeting since the bus bringing
delegates from the north had not arrived.（op.cit., p.192）
この（25 a, b）のうち，（25 b）の delay を postpone に代えることはでき
ない。なぜか。
一般に，「延期する」の意味では［postpone, delay, defer, put off］といっ
たシノニムを挙げることができるが，これら 3語および 1つの句では，（26）
のような違いがある。
（26）［postpone, delay, defer, put off］
postpone と，改まった語の defer と，くだけた表現の put off はいず
れも，「予定の行動・催事などを前もって意図的に『延期する』」こと
を表すが，defer には「他の事を優先させる必要がある」のでそうす
るといったニュアンスが加わる。
delay は「やむを得ない事情で，その場で変更を思いついて『延期す
る』」ことを表す（田中，unpublished）
こうした違いを踏まえると，（25 a）のような「〈意図的に〉8月まで結婚式
を延ばした」というような場合は postpone でいいが，（25 b）のように「北
からの代表を乗せたバスがまだなので，〈仕方なく〉会議の始まりを遅らせた」
というような場合には delay でなくてはならないと言える。
このように文法書・語法書にはシノニムに関する言及が多々みられるので，
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こうした言及がなんらかの形で反映された《適切な例文の提示》を行うことは
シノニム記述の有効な手立ての 1つになりうると思われる。具体的には，文
法書・語法書の記述を参考にしながら，コーパス検索で用例を探り，ネイティ
ブチェックを受けた“invented examples”を提示することによって，例文の
適切さという担保が取れるのではないかと思われる。
7．お わ り に
英和辞典でのシノニム記述を行う際に，その理論的支柱となるものは何か，
ということについて考察してきたが，結論的に次のような 4点が指摘された。
（27）a.《意味特性をつかむ》
b.《比較を試みる》
c.《対称軸をつかむ》
d.《適切な例文の提示》
シノニム記述の際には，シノニムグループごとに，その中身によって，（27
a～d）のうち，どれとどれを適応するか，吟味する必要があろう。
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